


































































































































































































































































 本節では「癒合的形態（ les formes syncrétiques ）」、「可換的形態（ les formes amovibles ）」、






























































































































在との見分けがたい結合（ la jonction ）、素材がわれわれの面前で意味を持ち始
めるような素材の偶発的な配列（ l’arrangement contingent ）、生まれ出ようと
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